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山
梨
県
教
育
委
員
会
は
、
去
る
５
月
17

日
に
平
成
19
年
度
の
入
学
者
選
抜
に
関
す

る
基
本
事
項
と
、
各
高
等
学
校
が
定
め
る

「
教
育
方
針
、
志
願
し
て
ほ
し
い
生
徒
像
、

前
期
募
集
選
抜
方
法
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
入
学
者
選
抜
か
ら
、
普
通

高
校
の
通
学
区
域
が
な
く
な
る
と
と
も
に
、

総
合
選
抜
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
受
検
生
は
県
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
、

希
望
す
る
公
立
高
校
へ
の
志
願
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

新
た
な
入
学
者
選
抜
は
、
県
立
高
等
学

校
の
全
日
制
課
程
の
全
て
の
学
科
及
び
コ

ー
ス
と
、
甲
府
市
立
甲
府
商
業
高
等
学
校

で
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
制
度
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１

全
日
制
前
期
募
集

①
募
集
人
員
　
募
集
定
員
の
う
ち
、
次
の

範
囲
の
中
か
ら
各
高
等
学
校
が
定
め
ま

す
。（
各
高
等
学
校
の
募
集
定
員
は
11
月

上
旬
に
公
表
予
定
）

ア

全
日
制
普
通
科
（
コ
ー
ス
及
び
単

位
制
を
含
む
）

募
集
定
員
の
10
％
〜
30
％
（
コ

ー
ス
指
定
に
つ
い
て
は
、
普
通
科

の
率
と
同
じ
と
し
ま
す
）

イ
　
専
門
教
育
学
科
（
理
数
科
、
英
語

科
、
文
理
科
及
び
国
際
教
養
科
）

募
集
定
員
の
20
％
〜
40
％

ウ
　
職
業
に
関
す
る
学
科

募
集
定
員
の
30
％
〜
50
％

エ
　
総
合
学
科

募
集
定
員
の
20
％
〜
40
％

②
出
願
資
格
　
前
期
募
集
に
出
願
で
き
る

者
は
、
次
の
条
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す

者
で
す
。

ア

中
学
校
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
を
平
成
19
年
３
月
卒
業
若
し
く
は

修
了
見
込
み
の
者

イ

当
該
高
等
学
校
を
志
望
す
る
動
機

や
理
由
が
明
白
・
適
切
で
あ
り
、
各

高
等
学
校
が
定
め
る
「
出
願
の
条
件
」

に
適
合
す
る
と
自
ら
考
え
る
者

③
出
願
の
制
限
　
一
人
一
校
、
一
学
科
に

限
り
ま
す
。

④
検
査
　
面
接
の
ほ
か
、
各
高
等
学
校
が

必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
作
文
、
特
技
、

個
性
表
現
の
い
ず
れ
か
（
組
合
せ
も
可

能
）
を
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

⑤
選
抜
方
法
　
各
高
等
学
校
が
定
め
る

「
選
抜
資
料
比
重
」
に
基
づ
き
、
調
査
書
、

面
接
及
び
各
高
等
学
校
が
実
施
す
る
検

査
の
成
績
を
総
合
判
定
し
ま
す
。

２

全
日
制
後
期
募
集

①
募
集
人
員
　
募
集
定
員
か
ら
前
期
募
集

の
入
学
内
定
者
数
を
減
じ
た
数
を
募
集

し
ま
す
。（
各
高
等
学
校
の
募
集
定
員
は

11
月
上
旬
に
公
表
予
定
）

②
出
願
資
格
　
後
期
募
集
に
出
願
で
き
る

者
は
、
次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た

す
者
で
す
。

ア

中
学
校
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
を
卒
業
若
し
く
は
修
了
し
た
者
又

は
平
成
19
年
３
月
卒
業
若
し
く
は
修

了
見
込
み
の
者

イ

外
国
に
お
い
て
、
学
校
教
育
に
お

け
る
９
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
又

は
平
成
19
年
３
月
修
了
見
込
み
の
者

ウ

文
部
科
学
大
臣
が
中
学
校
の
課
程

と
同
等
の
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し

て
認
定
し
た
在
外
教
育
施
設
の
当
該

課
程
を
修
了
し
た
者
又
は
平
成
19
年

３
月
修
了
見
込
み
者

エ

中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以

上
の
学
力
を
有
す
る
者
と
し
て
文
部

科
学
大
臣
の
指
定
し
た
者

オ

保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶

予
又
は
免
除
さ
れ
た
子
女
等
で
、
文

部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
定
さ

れ
た
者

カ

そ
の
他
高
等
学
校
に
お
い
て
、
中

学
校
を
卒
業
又
は
修
了
し
た
者
と
同

等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者

③
出
願
の
制
限

ア
　
一
人
一
校
に
限
り
ま
す
。

イ

全
日
制
及
び
定
時
制
の
両
課
程
を

併
願
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ウ

職
業
に
関
す
る
二
つ
以
上
の
小
学

科
・
コ
ー
ス
を
有
す
る
高
等
学
校
で

小
学
科
・
コ
ー
ス
別
に
募
集
し
て
い

る
場
合
、
志
願
者
は
学
科
・
コ
ー
ス

に
、
第
二
希
望
ま
で
志
望
順
位
を
付

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

エ

専
門
教
育
学
科
の
志
願
者
は
、
志

願
先
高
等
学
校
の
普
通
科
を
第
二
希

望
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
学
力
検
査
　
検
査
教
科
は
、
国
語
、
社

会
、
数
学
、
理
科
及
び
英
語
の
５
教
科
、

配
点
は
各
教
科
100
点
で
す
。
（
専
門
教

育
学
科
及
び
普
通
科
の
コ
ー
ス
指
定
に

2
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特　集１

新
た
な
入
学
者
選
抜
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

ー
新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室
ー
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つ
い
て
は
、
検
査
教
科
の
配
点
を
変
え

て
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

⑤
選
抜
方
法
　

ア

調
査
書
及
び
学
力
検
査
の
成
績
を

総
合
判
定
し
ま
す
。

イ

判
定
に
当
た
っ
て
は
、
調
査
書
の

記
録
と
学
力
検
査
の
成
績
を
同
等
に

扱
い
ま
す
。

ウ

専
門
教
育
学
科
が
あ
る
高
等
学
校

の
全
日
制
普
通
科
（
単
位
制
を
除
く
）

の
選
抜
は
、
ま
ず
普
通
科
の
募
集
人

員
の
90
％
を
普
通
科
を
第
一
希
望
と

す
る
者
か
ら
選
抜
（
端
数
切
捨
て
）

し
、
残
り
の
募
集
人
員
に
つ
い
て
、

90
％
枠
の
選
抜
に
漏
れ
た
普
通
科
を

第
一
希
望
と
す
る
者
に
、
普
通
科
を

第
二
希
望
と
す
る
者
を
加
え
て
、
差

を
つ
け
ず
に
選
抜
し
ま
す
。
普
通
科

を
第
一
希
望
と
す
る
受
検
者
が
普
通

科
の
募
集
人
員
の
90
％
に
達
し
な
い

場
合
は
、
そ
の
達
し
な
い
数
を
普
通

科
を
第
二
希
望
と
す
る
者
か
ら
選
抜

し
ま
す
。

３

全
日
制
再
募
集

①
実
施
校
　
前
期
募
集
及
び
後
期
募
集
の

結
果
、
入
学
許
可
予
定
者
が
募
集
定
員

に
満
た
な
い
場
合
に
実
施
し
ま
す
。

②
出
願
資
格
　
後
期
募
集
の
学
力
検
査
受

検
者
（
病
気
等
や
む
を
得
な
い
理
由
に

よ
り
学
力
検
査
を
受
検
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
と
志
願
先
高
等
学
校
長
が

認
め
る
者
を
含
む
）
で
、
出
願
時
に

国
・
公
・
私
立
の
い
ず
れ
の
高
等
学
校

に
も
合
格
し
て
い
な
い
者
で
す
。

③
検
査
　
面
接
の
ほ
か
、
作
文
又
は
新
た

に
行
う
学
力
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

④
選
抜
方
法
　
後
期
募
集
の
学
力
検
査
結

果
及
び
調
査
書
と
併
せ
て
、
再
募
集
に

当
た
っ
て
実
施
す
る
面
接
及
び
作
文
又

は
新
た
に
行
う
学
力
検
査
の
結
果
を
総

合
判
定
し
て
行
い
ま
す
。

４

定
時
制
課
程
入
学
者

選
抜

①
出
願
資
格
　
全
日
制
の

課
程
に
お
け
る
後
期
募

集
に
準
じ
ま
す
。

②
出
願
の
制
限
　
全
日
制

の
課
程
に
お
け
る
後
期

募
集
に
準
じ
ま
す
。

③
検
査
　
学
力
検
査
及
び

面
接
を
実
施
し
ま
す
。

検
査
教
科
は
、
国
語
、

社
会
、
数
学
、
理
科
及

び
英
語
の
５
教
科
で
、

配
点
は
各
教
科
100
点
で

す
。

④
選
抜
方
法
　
調
査
書
、

学
力
検
査
の
成
績
及
び

面
接
の
結
果
を
総
合
判

定
し
ま
す
。

５

定
時
制
課
程
再
募
集

①
実
施
校
　
入
学
者
選
抜
の
結
果
、
入
学

許
可
予
定
者
が
学
科
の
定
員
に
満
た
な

い
場
合
に
実
施
し
ま
す
。

②
出
願
資
格
　
全
日
制
の
課
程
に
お
け
る

後
期
募
集
に
準
じ
ま
す
。

③
出
願
の
制
限
　
全
日
制
の
課
程
に
お
け

る
後
期
募
集
に
準
じ
ま
す
。

④
検
査
　
学
力
検
査
及
び
面
接
を
実
施
し

ま
す
。
検
査
教
科
は
国
語
、
数
学
及
び

英
語
の
３
教
科
で
す

⑤
選
抜
方
法
　
調
査
書
、
再
募
集
に
当
た

っ
て
の
学
力
検
査
及
び
面
接
に
基
づ
い

て
行
い
ま
す
。

６

そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
「
平

成
19
年
度
山
梨
県
公
立
高
等
学
校
等
入
学

者
選
抜
実
施
要
項
」
に
よ
り
ま
す
。（
10
月

下
旬
公
表
予
定
）
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● 特集2：豊かな未来をはぐくむ高校教育推進事業② ●

○
全
県
立
高
校
が
、
左
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
か
ら
三
事
業

以
内
を
選
択
し
て
実
施
し
ま
す
。

ａ

自
己
啓
発
・
自
己
実
現
学
習
サ
ポ
ー
ト

ｂ

中
学
校
と
高
校
と
の
交
流
教
育
サ
ポ
ー
ト

ｃ

課
題
解
決
能
力
・
表
現
力
・
奉
仕
の
精
神
を
育

て
る
学
習
サ
ポ
ー
ト

ｄ

自
己
表
現
力
を
育
て
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

学
習
サ
ポ
ー
ト

ｅ

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
教
養
講
座
サ
ポ
ー
ト

ｆ

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
学
習
活
動
サ
ポ
ー
ト

○
高
校
教
育
課
は
各
校
の
事
業
内
容
を
精
査
し
、
そ
の

事
業
が
生
徒
の
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
育
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
に
各
校
が
生
徒
や
地
域

の
実
態
を
十
分
踏
ま
え
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
も

の
で
す
。

（
予
算
総
額
四
〇
〇
〇
万
円
）

○
各
校
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
左
記
の
よ
う
な
、
多
様

か
つ
特
色
あ
る
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

①
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
等
と
連
動
さ
せ
て
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
的
な
事
業
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
推
進
等
）
に
取
り
組
む
高
校

②
地
域
住
民
も
参
加
す
る
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
す
る
高
校

本
事
業
が
、
生
徒
や
地
域
の
実
態
を
十
分
踏
ま

え
た
高
校
づ
く
り
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
が
窺
え

ま
す
。

○
全
校
よ
り
「
生
徒
に
還
元
で
き
る
有
益
な
事
業
」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
事
業
は
、
平

成
一
六
年
度
か
ら
一
八
年
度
に
か
け
て
の
三
カ
年
事

業
で
あ
る
た
め
、
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
各
学
校
が

さ
ら
に
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
が
推
進
で
き
る
よ
う

な
新
規
事
業
に
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

○
甲
府
第
一
高
等
学
校
の
実
践
例

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
使
っ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

「
同
窓
生
の
生
き
方
に
学
ぼ
う
」

本
校
一
年
生
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
は
、

「
自
分
を
知
り
、
自
ら
の
将
来
設
計
を
考
え
る
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
、
生
徒
に
自
己
の
「
在
り
方
・
生
き
方
」

や
「
進
路
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
学
習
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
度
よ
り
各
方
面
で
活
躍
し

て
い
る
同
窓
生
を
招
き
、
そ
の
仕
事
内
容
や
や
り
甲
斐
、

課
題
等
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
は
、

同
窓
の
先
輩
と
い
う
身
近
な
方
々
か
ら
具
体
的
な
話
を

聞
く
こ
と
に
よ
り
、
進
路
意
識
や
自
己
実
現
へ
の
意
欲

を
高
め
、
望
ま
し
い
職
業
観
・
勤
労
観
を
育
て
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
生
徒
の
希
望
を
も
と
に
開
講
す
る
職
業

分
野
を
検
討
し
、
最
終
的
に
次
の
七
分
野
に
決
定
し
て
、

七
月
十
二
日
に
九
名
の
講
師
を
招
い
て
実
施
し
ま
し

た
。

１
会
社
経
営
者

２
報
道
・
翻
訳
者
　
３
医
師

４
公
務

員
　
５
太
神
楽
師

６
薬
剤
師

７
看
護
師

当
日
は
、
各
会
場
で
緊
張
し
た
面
持
ち
の
生
徒
が
、

初
対
面
で
あ
る
先
輩
方
の
体
験
談
を
メ
モ
に
取
り
な
が

ら
聴
き
入
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
講
師
の
方
々
も
資

料
や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
等
を
用
い
て
、
熱
心
に
後
輩
達
に

語
り
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
生
徒
の
感
想
に
は
、
「
実

際
に
職
業
に
従
事
し
て
い
る
人
の
生
き
た
言
葉
に
感
銘

を
受
け
た
」、「
現
実
の
厳
し
さ
を
実
感
し
た
」
等
、
講

演
会
か
ら
得
る
も
の
が
あ
っ
た
と
す
る
声
が
多
く
、
好

評
で
し
た
。

長
き
に
わ
た
っ
て
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
本

校
の
特
性
を
活
か
し
た
こ
の
取
組
を
、
今
後
も
継
続
し

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

豊
か
な
未
来
を
は
ぐ
く
む
高
校
教
育
推
進
事
業
②

高
校
教
育
課

特　集２



○
山
梨
高
等
学
校
の
実
践
例

一
　
総
合
的
な
学
習
（
テ
ー
マ
ス
タ
デ
ィ
Ｔ
Ｓ
）

山
梨
高
校
の
Ｔ
Ｓ
は
、
平
成
十
二
年
度
に
ス
タ
ー
ト

し
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
三
年
間
で
在
り
方
生
き
方

を
系
統
的
に
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、
一
年
生
で
「
進
路

学
習
」、
二
年
生
で
「
進
路
研
究
」、
三
年
生
で
「
進
路

探
求
」
を
各
テ
ー
マ
と
し
、
生
徒
の
進
路
意
識
や
職
業

観
の
育
成
に
欠
か
せ
な
い
学
習

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
、
二
年

生
で
は
テ
ー
マ
別
の
七
〜
九
の

ゼ
ミ
学
習
に
よ
り
、
課
題
解
決

学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

発
表
活
動
で
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
の
開
発
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
外
部
講

師
の
先
生
方
の
講
演
は
、
人
生

の
先
輩
と
し
て
の
貴
重
な
お
話

を
聴
く
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施

Ｔ
Ｓ
の
学
習
を
よ
り
実
践
的

な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
昨
年

度
か
ら
二
年
生
の
学
習
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
位
置
づ
け
、

全
員
が
各
事
業
所
に
お
い
て
就

業
体
験
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
さ
ら
に

実
施
日
数
を
夏
休
み
中
の
二
日
間
と
し
、
派

遣
事
業
所
数
も
六
十
四
に
拡
大
し
、
よ
り
生
徒
の
希
望

に
添
っ
た
体
験
学
習
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
に
も
好

評
で
、
「
厳
し
い
仕
事
の
現
実
を
実
体
験
で
き
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
が
し
た
。
今
後
自
分
の
進
路
選
択
に

役
立
て
、
学
習
に
力
を
注
ぎ
た
い
。
」
と
い
う
感
想
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
前
年
度
の
反
省
や
要
望
等
を
ふ
ま

え
、
何
回
か
の
改
訂
を
経
て
、
ま
す
ま
す
時
代
に
即
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
生
徒
が
誇
り
に
思

う
「
梨
高
の
Ｔ
Ｓ
」
に
な
り
、
社
会
で
立
派
に
生
き
て

い
く
人
材
開
発
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

5

● 特集2：豊かな未来をはぐくむ高校教育推進事業② ●

甲府第一高校の取組

山梨高校の取組
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● 学びの意欲向上推進事業 ●

学
び
の
意
欲
向
上
推
進
事
業

■
事
業
の
目
的

平
成
十
七
年
十
月
、
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
「
新
し

い
時
代
の
義
務
教
育
を
創
造
す
る
」
と
題
し
た
「
答
申
」

が
発
表
さ
れ
、
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
向
け
て
の
検
討

や
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
現
在
の

義
務
教
育
が
抱
え
る
課
題
と
し
て
、
児
童
生
徒
の
学
ぶ

意
欲
の
低
下
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
学
ぶ
意
欲
の
低
下
」
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
な

ど
の
国
際
的
な
学
力
調
査
で
も
「
勉
強
が
楽
し
い
」

「
学
習
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
る
」
あ
る
い
は
「
学
校

で
学
ん
だ
こ
と
が
生
活
の
中
で
役
立
つ
」
と
考
え
て
い

る
子
供
の
割
合
が
諸
外
国
に
比
べ
て
低
い
と
い
う
結
果

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
学
ぶ
意
欲
」
は
、
学
習
面
の
み
な
ら
ず
生
活
面
へ

の
影
響
も
大
き
く
、
特
に
人
格
形
成
の
基
礎
を
担
う
義

務
教
育
諸
学
校
に
お
い
て
は
、
そ
の
重
要
性
と
緊
急
性

が
課
題
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
十
六
年

度
ま
で
の
三
か
年
間
「
基
礎
学
力
向
上
や
ま
な
し
プ
ラ

ン
」
事
業
に
取
り
組
み
、
「
各
教
科
に
お
け
る
基
礎
基

本
の
確
認
」
と
「
家
庭
で
の
活
動
と
の
連
携
」
等
に
つ

い
て
の
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
す
で

に
教
育
課
程
指
導
資
料
「
子
ど
も
た
ち
が
輝
く
と
き
」

と
し
て
冊
子
な
ら
び
に
Ｃ
Ｄ
に
ま
と
め
ら
れ
、
各
学
校

及
び
全
教
師
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
で
は
、
「
学
ぶ
意
欲
の
向
上
」
を
目

指
す
に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
基
に
し
て
、

そ
の
効
果
を
よ
り
有
効
に
活
用
し
、
研
究
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
平
成
十
七
年
度
よ

り
二
か
年
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
学
び
の
意
欲
向
上
推

進
事
業
」
で
す
。

■
事
業
の
内
容

児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
手
だ
て
や

方
法
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
本
事
業
で
目
指

す
「
意
欲
」
は
、
各
教
科
等
の
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、
学

校
で
学
ん
だ
こ
と
を
家
庭
や
地
域
な
ど
、
日
常
生
活
の

中
で
も
積
極
的
に
活
用
し
て
い
こ
う
と
す
る
よ
う
な
レ

ベ
ル
を
目
指
し
て
お
り
、
事
業
名
に
付
い
て
い
る
「
意

欲
」
が
、
単
な
る
「
学
ぶ
意
欲
」
で
は
な
く
「
学
び
の

・
・
・

意
欲
」
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

本
事
業
は
、
小
中
学
校
で
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
教
員
か
ら
選
ば
れ
た
各
教
科
及
び
領
域
の

委
員
と
担
当
指
導
主
事
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
教
育

課
程
研
究
委
員
会
」（
年
間
六
回
開
催
）
で
の
研
究
と
、

小
中
各
五
校
ず
つ
の
研
究
指
定
校
で
の
実
践
的
な
研
究

と
を
両
輪
と
し
て
進
め
ら
れ
、
相
互
に
連
携
し
、
相
乗

効
果
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
と
し
て
、

①
「
基
礎
学
力
向
上
山
梨
プ
ラ
ン
推
進
事
業
」
の
成

果
を
生
か
し
た
学
習
指
導
の
工
夫

・
ね
ら
い
の
明
確
な
授
業
づ
く
り
に
よ
る
学
び
の
意

欲
の
向
上

・
「
学
習
指
導
の
手
引
き
」
な
ど
を
生
か
し
た
指
導

の
工
夫
に
よ
る
学
び
の
意
欲
向
上

②
学
び
の
意
欲
に
つ
な
が
る
評
価
の
工
夫

・
児
童
生
徒
一
人
一
人
が
学
び
の
成
果
を
実
感
で
き

る
評
価
の
在
り
方

・
年
間
指
導
計
画
の
見
直
し
　
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

■
事
業
の
経
緯

昨
年
度
は
、
研
究
一
年
目
の
成
果
を
、

①
「
確
か
な
学
力
」
の
向
上
を
目
指
し
て

②
見
え
る
わ
か
る
評
価
規
準

③
年
間
指
導
計
画
例

④
指
定
校
の
取
組

の
４
つ
を
主
な
内
容
と
す
る
Ｃ
Ｄ
と
そ
の
概
要
版
と
な

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
各
学
校
に
配
布
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
夏
の
教
育
課
程
研
究
協
議
会
に
お
い
て
、

配
布
し
た
Ｃ
Ｄ
の
各
校
の
活
用
状
況
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
り
把
握
す
る
と
と
も
に
研
究
成
果
に
つ
い
て
の
啓
発

を
行
い
ま
し
た
。

学
び
の
意
欲
向
上
推
進
事
業ー

義
務
教
育
課
ー
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●学びの意欲向上推進事業 ●

今
年
度
も
こ
れ
ま
で
に
三
回
の
研
究
委
員
会
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
併
行
し
て
指
導
主
事
に
よ

る
各
指
定
校
へ
の
学
校
訪
問
も
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し

た
。
い
ず
れ
の
学
校
に
お
い
て
も
、
今
年
度
は
、
研
究
の

ま
と
め
の
年
と
し
て
、
上
の
一
覧
表
に
あ
る
よ
う
な
テ
ー

マ
と
内
容
で
公
開
研
究
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
研
究
全
体
を
Ｃ
Ｄ
に
ま
と
め
る
に
当
た
り
、

成
果
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
目
に
見
え
る
も
の

に
す
る
た
め
に
、
で
き
る
限
り
具
体
的
な
子
ど
も
の
姿

や
客
観
的
な
デ
ー
タ
等
に
よ
っ
て
示
す
努
力
を
続
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
Ｃ
Ｄ
の
内
容
は
「
導
入
編
・
本

編
・
資
料
編
」
の
三
部
構
成
と
し
、
特
に
、
本
事
業
の

概
要
及
び
Ｃ
Ｄ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
説
明
す
る
「
導

入
編
」
に
つ
い
て
は
、
自
動
起
動
に
よ
っ
て
説
明
が
開

始
す
る
よ
う
な
工
夫
を
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
小

中
学
校
の
全
教
員
が
こ
の
Ｃ
Ｄ
の
内
容
を
活
用
し
て

「
学
ぶ
意
欲
」
に
つ
い
て
の
主
体
的
な
取
組
を
進
め
る

た
め
の
テ
キ
ス
ト
も
作
成
す
る
計
画
で
す
。

■
事
業
内
容
の
普
及

こ
れ
ら
の
Ｃ
Ｄ
な
ら
び
に
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
二

月
中
旬
の
「
平
成
十
九
年
度
学
校
教
育
指
導
重
点
説
明
会
」

の
折
に
各
学
校
長
に
説
明
し
、
二
月
下
旬
に
は
、
す
べ
て

の
小
中
学
校
へ
の
発
送
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

各
学
校
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
年
度
末
・

年
度
初
め
の
研
究
計
画
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
効
果
的

な
活
用
と
「
学
び
の
意
欲
」
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
さ

ら
な
る
取
組
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔平成15年度〕 〔平成15年度〕 〔平成16年度〕 〔平成17年度〕 〔平成17年度〕

【教育過程指導資料等】
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● 命の大切さを学ぶ体験活動 ●

桂
高
校
は
、
平
成
十
七
年
度
に
文
部
科
学
省
よ
り

「
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
体
験
活
動
」
の
研
究
指
定
を

受
け
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
そ
の
ま
と
め
と
し
て
研

究
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
以
下
の
５
点
が
主
な
取
り
組
み
と

し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

１
「
マ
イ
ン
ド
」

こ
れ
は
、
全
校
一
斉
の
読
み
聞
か
せ
に
よ
る
読
書

放
送
の
こ
と
で
、
毎
週
水
曜
日
の
朝
の
シ
ョ
ー
ト
ホ

ー
ム
ル
ー
ム
の
時
間
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
季
節
や

行
事
に
合
わ
せ
た
話
題
を
探
し
、
「
命
」
に
関
連
づ

け
な
が
ら
、
詩
や
エ
ッ
セ
イ
、
小
説
等
の
一
節
を
、

生
徒
と
教
員
が
朗
読
す
る
読
書
会
で
す
。

「
心
を
耕
す
読
書
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
主
に
２
学
年
の
取
り
組
み
で
、
沖
縄
へ

の
修
学
旅
行
に
関
連
さ
せ
た
学
習
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
事
前
学
習
は
も
と
よ
り
、
当
地
で
の
調
べ

学
習
や
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
戦
時
下
の
「
人
命
」

に
つ
い
て
考
え
、
現
代
社
会
に
生
き
る
我
々
の
「
命
」

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
目
的

で
す
。

３
「
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
事
業
」

都
留
市
健
康
推
進
課
の
協
力
を
得
て
、
市
内
の
乳

幼
児
２
０
人
と
そ
の
保
護
者
が
参
加
す
る
中
で
、
離

乳
食
の
試
食
、
妊
婦
体
験
、
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
こ
体
験

を
行
い
、
命
の
重
さ
を
実
感
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

４
「
文
化
局
地
域
交
流
会
」

こ
れ
は
、
都
留
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
を
招

い
て
、
高
齢
者
と
高
校
生
の
交
流
を
深
め
る
も
の
で

す
。
高
校
生
か
ら
は
、
文
化
部
の
発
表
を
し
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
方
々
か
ら
は
合
唱
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
十
七
年
間
継
続
し
た
交
流
会
で
、
昨
年
は
二

百
人
余
り
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

５
「
各
種
講
話
等
」

①
「
心
肺
蘇
生
法
」
②
「
防
犯
講
話
（
少
年
鑑
別

所
と
青
少
年
の
犯
罪
）
」
③
「
保
健
講
話
（
生
命
の

誕
生
と
子
育
て
）
」
④
「
教
育
講
話
（
車
い
す
の
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
羽
中
田
昌
氏
）
」
等
の
講

話
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
「
命
の
大
切
さ
」
を
体
験

で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
終
了
後
、
各

自
感
想
文
を
書
き
ま
し
た
。
生
徒
に
と
っ
て
は
、
ど

れ
も
大
変
好
評
で
し
た
。

今
年
度
は
ま
と
め
と
し
て
、
校
内
で
作
成
し
た
規

準
に
基
づ
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
課
題
作
文
等
を
実
施

し
、
研
究
の
評
価
を
す
る
予
定
で
す
。

命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
体
験
活
動

桂
高
等
学
校
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● 特集：県立考古博物館第24回特別展 ●

考
古
博
物
館
が
あ
る
甲
斐
風
土
記
の
丘
公
園
に
は
、

古
墳
時
代
前
期
で
は
東
日
本
最
大
の
規
模
を
持
つ
国
指

定
史
跡
甲
斐
銚
子
塚
古
墳
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
古
墳
は
、

四
世
紀
後
半
に
築
造
さ
れ
た
全
長
一
六
九
ｍ
の
巨
大
な

前
方
後
円
墳
で
、
昭
和
三
年
に
石
室
か
ら
出
土
し
た
三

角
縁
神
獣
鏡
を
は
じ
め
と
す
る
豊
富
な
副
葬
品
と
そ
の

石
室
構
造
等
か
ら
、
従
来
か
ら
畿
内
と
の
強
い
結
び
つ

き
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
甲
斐
銚
子
塚
古
墳

は
、
昭
和
六
十
一
年
に
周
溝
一
部
を
残
し
て
史
跡
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
一
部
の
周
溝
の

整
備
が
平
成
十
七
年
度
に
完
了
し
、
古
墳
全
体
の
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
古
墳
整
備
に
先
だ
っ
て
平
成
十
六
年
度
に
行
っ

た
発
掘
調
査
で
は
、
新
た
に
後
円
部
北
側
に
周
溝
の
中

に
突
出
部
と
、
そ
の
周
溝
内
か
ら
区
画
堤
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
周
溝
内
か
ら
は
、
完
全
な
形
の
円
板

形
・
蕨
手
形
の
木
製
品
を
含
む
複
数
個
体
の
儀
礼
に
関

わ
る
木
製
品
が
多
数
出
土
す
る
な
ど
、
い
く
つ
も
の
新

た
な
事
実
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
墳
丘
・
周
溝
の
特
徴
、
多
数
の
木
製
品
の
出

土
な
ど
の
新
た
な
発
見
で
、
甲
斐
銚
子
塚
古
墳
が
極
め

て
畿
内
的
な
古
墳
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
る
に
至

り
、
再
び
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
発
掘
調
査
成
果
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
史
跡

整
備
事
業
の
完
了
を
記
念
し
て
、
甲
斐
銚
子
塚
古
墳
だ

け
で
な
く
、
中
部
・
東
海
・
畿
内
各
地
域
の
古
墳
か
ら

出
土
し
た
三
角
縁
神
獣
鏡
に
代
表
さ
れ
る
銅
鏡
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
副
葬
品
・
埴
輪
・
土
師
器
な
ど
一
堂

に
展
示
し
ま
す
。
そ
し
て
、
甲
斐
銚
子
塚
古
墳
出
現
の

背
景
に
つ
い
て
多
角
的
に
再
考
す
る
こ
と
で
、
ヤ
マ
ト

政
権
と
の
関
わ
り
及
び
東
日
本
で
の
位
置
づ
け
、
さ
ら

に
「
甲
斐
（
甲
府
盆
地
）」
と
い
う
東
国
の
一
地
域
か

ら
見
た
ヤ
マ
ト
政
権
に
つ
い
て
考
え
る
特
別
展
を
開
催

し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
特
別
展
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

講
演
テ
ー
マ
の
第
一
人
者
に
よ
る
三
回
の
特
別
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
主
　
催
　
山
梨
県
立
考
古
博
物
館
・
文
化
庁
（
重
要

文
化
財
等
公
開
促
進
事
業
）

■
会
　
期
　
平
成
十
八
年
十
月
七
日
（
土
）
〜
十
一
月

二
六
日
（
日
）
五
一
日
間
（
全
日
開
館
）

■
会
　
場
　
山
梨
県
立
考
古
博
物
館

■
観
覧
料
　
一
般
・
大
学
生
六
百
円
（
団
体
四
百
八
十

円
）、
小
・
中
・
高
生
三
百
円
（
団
体
二

百
四
十
円
）

■
記
念
講
演

・
第
一
回
　
平
成
十
八
年
十
月
十
五
日
（
日
）

午
後
一
時
三
十
分
よ
り

「
甲
斐
銚
子
塚
古
墳
と
ヤ
マ
ト
政
権
」

白
石
太
一
郎
　
奈
良
大
学
教
授

・
第
二
回
　
平
成
十
八
年
十
月
二
九
日
（
日
）

午
後
一
時
三
十
分
よ
り

「
甲
斐
銚
子
塚
古
墳
と
東
海
系
文
化
」

赤
塚
次
郎
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

・
第
三
回
　
平
成
十
八
年
十
一
月
十
二
日
（
日
）

午
後
一
時
三
十
分
よ
り

「
古
墳
に
お
け
る
儀
礼
」

土
生
田
純
之
　
専
修
大
学
教
授

県
立
考
古
博
物
館
第
24
回
特
別
展

「
甲
府
盆
地
か
ら
見
た
ヤ
マ
ト

ー
甲
斐
銚
子
塚
古
墳
出
現
の
背
景
ー
」

県
立
考
古
博
物
館



10

● 子どもの読書活動推進スキルアップ講座 ●

子
ど
も
の
読
書
活
動
は
、
子
ど
も
た
ち

が
言
葉
を
学
び
、
豊
か
な
感
性
や
情
操
を

磨
き
、
表
現
力
や
創
造
力
を
豊
か
な
も
の

に
し
、
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
た
め
の

力
を
身
に
付
け
て
い
く
上
で
非
常
に
大
切

な
も
の
で
す
。
子
ど
も
の
読
書
離
れ
が
進

ん
で
い
る
現
在
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
あ

ら
ゆ
る
機
会
と
場
所
に
お
い
て
、
自
主
的

に
読
書
活
動
を
行
え
る
よ
う
な
、
積
極
的

な
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

を
図
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
の
身
近
に
い

て
、
子
ど
も
と
本
と
を
結
び
つ
け
る
大
人

の
存
在
が
不
可
欠
で
す
。

社
会
教
育
課
で
は
、「
山
梨
県
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
実
施
計
画
」（
平
成
17
年
３
月
）

に
基
づ
き
、
平
成
18
年
度
新
規
事
業
と
し

て
、
子
ど
も
を
持
つ
方
・
図
書
館
職
員
・

学
校
図
書
館
職
員
・
幼
稚
園
教
諭
・
保
育

士
・
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
放
課
後
児

童
指
導
員
な
ど
、
子
ど
も
の
読
書
に
関
わ

る
人
た
ち
を
対
象
に
、
子
ど
も
の
読
書
活

動
を
推
進
す
る
た
め
の
理
論
と
技
術
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
研
修
「
子
ど
も
の
読
書

活
動
推
進
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
「
子
ど
も

と
絵
本
・
連
続
講
座
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

年
間
５
回
の
講
座
を
山
梨
大
学
と
の
共
同

企
画
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

第
１
回
（
６
月
21
日
）「
子
ど
も
の
自
分

づ
く
り
と
絵
本
・
児
童
文
学
の
世
界
」（
講

師
　
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
教
授

加
藤
繁
美
氏
）
で
は
、
自
我
の
発
達
や
言

葉
の
獲
得
な
ど
、
幼
児
の
発
達
段
階
の
過

程
に
お
い
て
、
絵
本
が
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
す
の
か
に
つ
い
て
御
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第
２
回
（
７
月
22
日
）「
誰
で
も
つ
く
れ

る
!!

お
も
し
ろ
ア
イ
デ
ィ
ア
絵
本
」（
講

師
　
絵
本
作
家
　
木
村
研
氏
）
で
は
、
簡

単
な
し
か
け
絵
本
や
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
を

通
し
て
、
創
作
の
楽
し
さ
、
絵
本
の
魅
力

や
可
能
性
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

第
３
回
（
９
月
13
日
）「
読
み
聞
か
せ
実
践

講
座
」（
講
師
　
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

ま
な
し
代
表
、
山
梨
英
和
大
学
非
常
勤
講

師
　
齊
藤
順
子
氏
）
で
は
、
読
み
聞
か
せ

初
心
者
の
方
を
対
象
と
し
て
、
読
み
聞
か

せ
の
目
的
や
、
ど
ん
な
本
を
、
ど
ん
な
風

に
読
ん
で
あ
げ
た
ら
よ
い
か
な
ど
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
大
勢
の

方
に
御
参
加
い
た
だ
き
、
大
変
好
評
で
し

た
。

今
後
は
、

・
第
４
回
（
11
月
15
日
）「
絵
本
の
育
て
方

ー
絵
本
を
読
む
こ
と
、
作
る
こ
と
ー
」（
講

師
　
絵
本
作
家
　
い
と
う
ひ
ろ
し
氏
）

・
第
５
回
（
１
月
16
日
）「
絵
本
の
世
界
と

性
ー
心
、
い
の
ち
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ー
（
仮
）」

（
講
師
　
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
助
教

授
　
秋
山
麻
実
氏
）

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
是
非
御
参
加
く
だ
さ
い
（
参
加
費
無

料
）。こ

の
事
業
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が

日
常
的
に
過
ご
す
場
所
で
、
本
に
親
し
み
、

読
書
の
楽
し
み
を
知
る
た
め
の
よ
り
よ
い

実
践
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先
＝
社
会
教
育
課
社
会

教
育
振
興
担
当

（
電
話
〇
五
五-

二
二
三-

一
七
七
一
）

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

ー
社
会
教
育
課
ー
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● 県立博物館 ●

昨
年
十
月
に
開
館
し
た
山
梨
県
立
博
物
館
は
、
今
秋
、

一
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
当
館
で
は
こ
の

記
念
の
時
に
あ
た
り
、
「
祈
り
の
か
た
ち
　
甲
斐
の
信

仰
」
と
題
し
て
、
記
念
特
別
展
を
開
催
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

古
よ
り
、
人
々
は
神
や
仏
に
祈
り
を
捧
げ
、
彫
像
、

絵
画
、
墨
跡
を
は
じ
め
と
し
た
「
祈
り
の
か
た
ち
」
を

数
多
く
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
遺
さ
れ
て
い
る

そ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
生
き
た
人
の
手
に
よ

っ
て
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
、
信
仰
の
歴
史
で
あ
る
と

い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
分
寺
や
国
分
尼
寺
が
建
て
ら
れ
、
国
家
規
模
で
仏

教
が
発
展
し
た
、
奈
良
時
代
。
ま
た
、
貴
族
た
ち
が
密

教
の
教
え
に
現
世
の
利
益
を
も
と
め
る
一
方
、
極
楽
へ

の
往
生
を
阿
弥
陀
に
願
う
浄
土
信
仰
が
盛
ん
と
な
っ

た
、
平
安
時
代
。
そ
し
て
、
新
た
な
時
代
の
担
い
手
と

な
っ
た
武
士
た
ち
が
好
ん
だ
、
力
強
い
造
形
が
生
み
出

さ
れ
た
、
鎌
倉
時
代
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
中
で
、
甲

斐
の
人
々
も
、
実
に
多
彩
な
仏
を
生
み
出
し
、
思
い
を

託
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
時
に
、
力
強
さ
の
中
に
大

ら
か
な
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
如
来
像
で
あ
り
、
繊
細
に

し
て
優
美
な
菩
薩
像
で
あ
り
、
ま
た
、
あ
る
い
は
忿
怒

の
形
相
を
以
て
人
々
を
導
く
明
王
像
だ
っ
た
の
で
す
。

一
方
、
日
蓮
、
他
阿

た

あ

真し
ん

教
き
ょ
う

、
夢
窓
疎
石
ら
、
日
本
仏

教
の
中
で
礎
を
築
い
た
祖
師
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
、
山

梨
に
縁
の
深
い
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
甲
斐
の
人
々
は
彼
ら
の
姿
を

像
に
刻
み
、
そ
の
面
影
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
現

在
残
さ
れ
て
い
る
優
れ
た
祖
師
像
の
多
く
が
、
そ
の
思

い
の
深
さ
を
伝
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ

ん
。山

梨
に
伝
わ
る
仏
像
、
仏
画
は
、
こ
れ
ま
で
ま
と
ま

っ
て
紹
介
さ
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
展
覧
会
で
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
十
六
件
を
は
じ

め
と
し
て
、
県
内
有
数
の
仏
教
美
術
の
精
華
が
一
堂
に

集
い
ま
す
。
古
の
人
々
が
思
い
を
込
め
て
創
り
上
げ
た
、

「
祈
り
の
か
た
ち
」
か
ら
、
山
梨
の
信
仰
の
歴
史
を
概

観
す
る
は
じ
め
て
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

甲
斐
の
風
土
と
、
そ
こ
に
生
き
た
人
々
に
よ
っ
て
育

ま
れ
て
き
た
祈
り
の
造
形
の
素
晴
ら
し
さ
、
そ
し
て
そ

れ
ら
が
紡
ぎ
出
す
甲
斐
の
豊
か
な
祈
り
の
世
界
を
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

祈
り
の
か
た
ち
　
甲
斐
の
信
仰

山
懐
に
抱
か
れ
た
、
み
ほ
と
け
た
ち
。

―
開
館
一
周
年
記
念
特
別
展
　
十
月
十
四
日
よ
り
開
催
―
　

―
県
立
博
物
館
―

薬師如来坐像（大善寺・重要文化財）吉祥天坐像（福光園寺・重要文化財）
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● らくがき・ 正岡子規とその時代 ●

平成18年度の特別支援教育体制推進事業の一環として，

県下５地区に地区特別支援連携協議会が設置された。こ

の会の目的は，推進地区におけるＬＤ，ＡＤＨＤ，高機

能自閉症を含めて障害のある児童生徒に対する教育支援

体制の整備を推進するために，地域内のネットワークの

形成及び研修，情報提供，相談支援システム等に関して

検討することである。本校は北部地区特別支援連携協議

会の事務局として携わらせていただいている。

この協議会のキーワードは「連携」である。メンバー

は医療，福祉，保健，労働，教育等の関係者で構成され

ており，すでに各機関どうしの連携が密に行われている

ところもあるが，全体としては，お互いが顔見知りにな

るところからの出発となる。各々が何を考え，何を目指

しているのかを知り合い，障害のある児童生徒の多様な

ニーズに応えるために，「一緒に何ができるのか」知恵を

絞り，行動に移していきたい。

そのためには，まず我々教師が，目の前にいる一人一

人の子どものニーズを的確に捉え，彼らの頑張りを，「一

人で」ではなく「連携して」支えていくことの大切さを

改めて感じている。

（わかば養護学校）

定時制高校に勤務して６年目になる。近年定時制高校

には、いわゆる有職少年は少なくなり、不登校など様々

な問題を抱え全日制には通えない生徒たちが多く在学す

るようになってきている。私は、こうした定時制の生徒

たちと係わるのが好きである。

私は平成１３年度に現任校に着任し最初夜間制の担任

になったのだが、そのなかには養育を放棄されたり、虐

待をうけてきたり、大きな精神的問題を抱えている生徒

たちもいた。それらの生徒は得てして人なつこく、担任

である私に近寄ってきて、いきなり話しかけてきたり、

いたずらをしたりする。私がもっているボールペンや出

席簿を取り上げて逃げ回る。リミットテスティングとい

って、この担任がどんな先生で、どの程度のことをする

と怒るか、限界（リミット）を試しているのだ。彼らが

困難な生活の中で、大人との関係の取り方を模索するた

めに身につけた生きるすべである。それから数年経ち、

様々なドラマティックな出来事があり、それらの生徒た

ちの中には無事卒業した者もいれば、退学した者もいる。

退学しても今でも連絡を取り合っている生徒もいる。

全日制に勤務している知り合いの教員からよく「そろ

そろ出てこないか」という言葉をかけられるが、あまり

気持ちがいいものではない。その言葉の裏には、定時制

での勤務が、本来の高校教員の勤務のあり方からはずれ

ているようなニュアンスを感じるからだ。でも、定時制

教育こそ、教育の根底を支えているのであり、純粋に理

想をもって教科指導や生徒指導を追究していくことがで

きる。その意味で、私は定時制高校が大好きである。私

は、進学校や普通高校に勤務している先生たちにこそ、

逆に普通高校から一度定時制に「出てきませんか」と声

をかけたい。

（中央高校）

山
梨
県
立
文
学
館企

画
展
「
正
岡
子
規
と
そ
の
時
代
」

（
９
／
23
〜
11
／
23
）

「
柿
く
へ
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺
」

明
治
二
十
八
年
に
正
岡
子
規
が
作
っ
た
俳
句
で
す
。

慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
、
松
山
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま

れ
た
子
規
は
、
二
十
五
歳
の
時
、
新
聞
「
日
本
」
の
社
員
と

な
り
同
紙
に
俳
句
欄
を
設
置
。
江
戸
期
以
来
の
俳
諧
の
発
句

と
は
違
う
、
新
し
い
時
代
の
文
学
と
し
て
の
俳
句
を
提
唱
し

ま
し
た
。
明
治
三
十
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
は

多
く
の
俳
人
を
輩
出
し
現
在
に
続
い
て
い
ま
す
。

写
真
は
、
明
治
三
十
五
年
五
月
、
子
規
が
亡
く
な
る
年
に

病
床
か
ら
眺
め
た
床
の
間
の
様
子
を
描
い
た
絵
で
す
。
絵
の

中
の
軸
は
、
松
山
藩
士
で
画
を
巧
み
と
し
た
吉
田
蔵
沢
（
ぞ

う
た
く
）
の
墨
竹
。
高
浜
虚
子
や
河
東
碧
梧
桐
ら
松
山
出
身

者
が
多
く
集
う
東
京
根
岸
の
子
規
庵
に
お
い
て
、
こ
の
画
幅

は
庵
の
象
徴
で
し
た
。
卓
は
、
門
弟
水
落
露
石
（
み
ず
お
ち

ろ
せ
き
）
か
ら
、
砥
部
（
と
べ
）
焼
き
の
白
磁
瓶
に
活
け
ら

れ
て
い
る
芍
薬
は
、
伊
藤
左
千
夫
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

寝
た
き
り
の
状
態
の
中
で
、
当
時
最
も
楽
し
み
と
し
て
い
た

写
生
画
を
描
く
こ
と
で
苦
痛
を
紛
ら
わ
せ
て
い
た
子
規
の
、

末
期
（
ま
つ
ご
）
の
眼
に
映
っ
た
情
景
の
一
コ
マ
で
す
。
こ

の
四
ヶ
月
後
、「
糸
瓜
（
へ
ち
ま
）
咲
（
さ
い
）
て
痰
（
た
ん
）

の
つ
ま
り
し
仏
か
な
」
ほ
か
二
句
を
残
し
、
子
規
は
三
十
五

歳
の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
明
治
と
い
う
時
代
を
背
景
に
子
規
の
生
涯
と
、

そ
の
業
績
を
紹
介
し
ま
す
。

子規「床の間写生図」

今治市河野美術館蔵

らくがき

「連携」

秋山　保美

定時制に「出てきませんか」

佐野　和規
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● 学校紹介／甲府市立国母小学校・韮崎高校 ●

本校では、児童会や環境委員会が中心となって全校

体制で環境教育の実践を行っています。

日常的な活動では「ダイヤモンドクリーン作戦」（ダ

イヤ柄は本校の校章であり、ダイヤのように輝く心を

持った人間や環境づくりを願って名付けました）とし

てリサイクル活動や全校ゴミ拾いなどに取り組んでい

ます。

山梨県教育委員会より「地域を育てる環境活動推進

事業」の指定を受けその活動を保護者・地域へと広げ

ていきました。

◇牛乳パックリサイクル

給食の後、各自が牛乳パックを洗い、クラスごとで切

り開いた物を環境委員が集めます。甲府市の環境部の

方が牛乳パックを定期的に集めに来てくれます。

◇親子環境学習

１年生から６年生まで親子で環境学習をしています。

“親子で学習”“６年間続けること”をめざし「私たち

もゴミ減らし隊の一員に！」「なるほどエネルギー」等

学年ごとテーマを決めて学習し、共通理解から共に実

践を行っています。

◇荒川河川清掃

毎年11月23日に児童・保護者・地域の方で近くの荒

川の清掃をしています。大きなゴミ袋10袋以上集まり

ます。子供たちが清掃する姿を見て活動の輪が広がっ

ています。

以上いくつかの活動の様子を紹介しました。すでに

述べていますが、本校の活動は子供たちだけの活動で

なく保護者や地域の方との連携でその輪が広がること

をめざすものです。これらの活動が認められ昨年度は

「環境美化教育優良校」として文部科学大臣奨励賞を頂

きました。これからも、多くの人と共にエコ活動がで

きるよう、一人一人の実践と学校からの発信を続けて

いきたいと思います。

広げよう　エコ活動の輪 ～環境教育への取組から～

甲府市立国母小学校

「バランスのとれた人間を育てる」という本校の教

育方針のもとに、生徒達は授業に真剣に向き合い個々

に応じた学力を高め、放課後には部活動に精進し、運

動部・文化部共に関東・全国でも活躍しています。

文武両道を支える教育環境づくりとして大切に考え

ていることは、規律の遵守と充実した学校行事の取り

組み、更には、社会へ目を向けさせる様々な体験活動

です。

新聞への投稿活動、韮崎駅ガード下の壁画作成を始

めとする地域との連携交流事業やボランティア活動、

高齢者から生活の知恵や伝統を継承するふれあい教室、

社会人講師を招聘して行う学習サポート事業、バイオ

テクノロジーを体験的に学ぶサイエンスレクチャー

等々を通して、豊かな成長の足跡をみることができます。

生徒達の清々しい挨拶や明るく健康的な表情、また、

学園らしい雰囲気は、これらの教育指導に対して前向

きに取り組む生徒とそれを支える教師の強い信頼関係

が築かれているからであると思います。

一人二芸の文武両道をめざして、今後も日々精進し、

活力ある学校づくりに努めていきたいと思います。

「一人二芸の文武両道をめざして」 韮崎高等学校

〔牛乳パックのリサイクル〕 〔荒川の河川清掃〕
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● 総合教育センター情報／教育相談部 ●

教
育
相
談

「
教
育
相
談
と
は
、
児
童
生
徒
の
学
校
生
活
に
お
け

る
学
習
相
談
、
生
活
相
談
、
進
路
・
就
職
相
談
な
ど
を

包
括
し
て
の
呼
び
名
で
あ
る
。」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
セ
ン
タ
ー
で
は
相
談
内
容
を
次
の
よ
う
に
分
類
し
、

「
電
話
相
談
」
と
「
面
接
相
談
」
の
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

①
不
登
校

②
い
じ
め

③
交
友
関
係

④
学
業
不
振

⑤
進
路
問
題

⑥
学
校
問
題

⑦
家
庭
問
題

⑧
情
緒
問
題

⑨
無
気
力

⑩
反
社
会
的
問
題
⑪
生
活
一
般

⑫
そ
の
他

本
年
度
の
電
話
相
談
件
数
は
、
七
月
末
現
在
で
昨
年

度
同
時
期
よ
り
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
内

容
を
主
訴
別
に
み
る
と
、
情
緒
問
題
、
不
登
校
、
学
校

問
題
が
大
き
な
比
率
を
占
め
て
い
ま
す
。
状
況
に
よ
っ

て
は
、
面
接
相
談
へ
繋
げ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の

面
接
相
談
件

数
も
増
加
し

て
お
り
、
昨

年
度
同
時
期

に
比
べ
、
約

二
倍
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
主
訴

別
で
は
情
緒

問
題
、
不
登

校
、
進
路
問

題
の
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ

り
相
談
者
の
了
解
の
も
と
、
関
係
諸
機
関
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
相
談
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
電
話
相
談
】

(

い
じ
め
・
不
登
校
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン)

◇
相
談
時
間
　
　
午
前
九
時
〜
午
後
十
時

◇
対
応
　
　
専
門
の
相
談
員

◇
対
象
　
　
児
童
生
徒
・
保
護
者
・
教
員

◇
相
談
内
容
　
　
い
じ
め
・
不
登
校
に
限
ら

ず
児
童
生
徒
に
か
か
わ
る
こ
と

◇
土
日
・
祝
日
・
平
日
午
後
十
時
〜
翌
朝
九

時
　
　
留
守
番
電
話
で
対
応

℡

０
５
５
ー
２
６
３
ー
３
７
１
１

み

な

い

い

子

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
面
接
相
談
】

◇
相
談
時
間
　
　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

(

月
〜
金
曜
日)

◇
対
応
　
　
専
門
の
相
談
員

◇
対
象
　
　
児
童
生
徒
・
保
護
者
・
教
員

◇
方
法
　
　
親
子
並
行
面
接
が
原
則

◇
事
前
に
相
談
日
時
を
電
話
で
予
約

(

℡
　
電
話
相
談
と
同
じ
番
号)

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

こ
す
も
す
教
室
よ
り

こ
す
も
す
教
室
は
、
不
登
校
を
続
け
て
い
る

児
童
生
徒
が
楽
し
く
安
心
し
て
通
い
、
仲
間
と

の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
自
立
心
を
養
い
、
学
校

へ
の
復
帰
を
め
ざ
す
た
め
の
教
室
で
す
が
、

「
訪
問
指
導
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
に
引
き
こ
も
り
が
ち
な
児
童
生
徒
や
そ

の
保
護
者
が
対
象
で
す
。
要
請
が
あ
れ
ば
、
訪

問
指
導
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
各
こ
す
も
す
教

室
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
石
和
こ
す
も
す
教
室

・
笛
吹
市
石
和
町
市
部
五
二
四

・
℡

０
５
５-

２
６
１-

１
２
７
１

○
韮
崎
こ
す
も
す
教
室

・
韮
崎
市
若
宮
二
丁
目
六
ー
十
二

・
℡

０
５
５
１-

２
２-

１
１
３
３

○
都
留
こ
す
も
す
教
室

・
都
留
市
田
野
倉
一
三
三
一
ー
一

・
℡

０
５
５
４-

４
５-

１
１
６
１
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● 新委員長就任あいさつ・県立図書館／「図書館員の道具箱…テーマ別調べ方ガイド…」 ●

新
委
員
長
に

井
上
一
男
氏
が
就
任

県
教
育
委
員
会
で
は
、
曽
根
修
一
教
育
委
員
長
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
七
月
十
四
日
の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
後
任
の
第
六
十
八
代

委
員
長
に
井
上
一
男
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。
新
委
員
長
の
任
期
は
平

成
十
八
年
七
月
十
六
日
か
ら
平
成
十
九
年
七
月
十
三
日
ま
で
で
す
。

子
ど
も
は
山
梨
の
、
ま
た
日
本
の
未
来
を
担
う
国
の
宝
で
あ
り
、
新

し
い
時
代
に
相
応
し
い
子
ど
も
達
を
育
て
る
教
育
へ
の
期
待
は
ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
子
ど
も
達
の
学
習
意
欲
、
規
範
意
識
や
道
徳
心
の
低

下
、
基
本
的
生
活
習
慣
の
乱
れ
な
ど
が
憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
、
今
後
の
特
別
支
援
教
育
の
在
り
方
な
ど
、
い

く
つ
か
の
課
題
に
も
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
子
ど
も
達
が
明
る
い
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く

た
め
に
は
「
豊
か
な
こ
こ
ろ
」「
確
か
な
学
力
」「
健
康
と
体
力
」
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
併
せ
て
郷
土
の
豊
か
な
自
然
や

歴
史
と
文
化
を
触
れ
、
郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
持
た
せ
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

ま
た
、
来
春
か
ら
導
入
さ
れ
る
県
立
高
校
の
新
し
い
入
試
制
度
に
つ

い
て
は
、
十
分
な
情
報
提
供
を
行
い
、
新
制
度
の
ス
ム
ー
ズ
な
導
入
を

図
る
と
と
も
に
、
各
学
校
が
独
自
に
特
色
づ
く
り
が
推
進
で
き
る
よ
う

に
意
を
用
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
の
成
否
は
、
教
師
一
人
一
人
の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
諸
々
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
中
で
「
教
師
力
」

と
「
学
校
力
」
を
強
化
し
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
子
ど
も
達
の
「
人
間
力
」

を
豊
か
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

● ひとこと ●

『図書館員の道具箱…テーマ別調べ方ガイド…』

山梨県立図書館

◆漢詩を調べるには

名言の由来であったり書道の題材に使われていたりと、漢詩は意外と身近なところにあるものです。漢詩につ

いて調べるために役立つ資料をご紹介します。〈〉の中は請求記号（背ラベルの番号）です。

◇意味を調べる

『漢詩の解釈と鑑賞事典』（前野直彬　石川忠久共編　旺文社　1981）〈921-ｶﾝ〉

『中国名詩鑑賞辞典』（細田三喜夫編　東京堂出版　1977）〈921.03-ﾎｿ〉

◇題名・語句から調べる

『大漢和辞典　語彙索引』（東洋学術研究所編　大修館書店　1990）〈813.2-ﾓﾛ-14〉

『漢詩名句辞典』（鎌田正ほか著　大修館書店　1980）〈159.8-ｶﾏ〉

◇作られた時代から調べる～中国～

『中国名詩鑑賞辞典』（山田勝美著　角川書店　1979）〈921-ﾔﾏ〉

『校注唐詩解釈辞典』（松浦友久編　大修館書店　1987）〈921.43-ｺｳ〉

『全梁詩索引』（森野繁夫校閲　白帝社　2000）〈921.4-ｾﾞﾝ〉

◇作られた時代から調べる～日本～

『日本漢詩鑑賞辞典』（猪口篤志著　角川書店　1980）〈919-ｲﾉ〉

『平安朝漢文学総合索引』（平安朝漢文学研究会編　吉川弘文館　1987）〈919.3-ﾍｲ〉

◇詩人から調べる・詩人について調べる

『漢詩大系』（集英社　1980）〈921-ｶﾝ 1̃24〉

『作家名から引ける世界文学全集案内』（日外アソシエーツ　1992）〈903.1-ｻﾂ〉

『日本漢文学大事典』（近藤春雄著　明治書院　1985）〈919.03-ｺﾝ〉

県立図書館にはここで紹介した以外にも役立つ資料がありますので、ぜひご利用ください。

委員長

井上一男



県
立
博
物
館 

■
開
館
一
周
年
記
念
特
別
展 

　
「
祈
り
の
か
た
ち 

甲
斐
の
信
仰
」 

10
／
14
〜
11
／
20
 

県
立
美
術
館 

■
特
別
展 

 

「
光
の
水
墨
画
　
近
藤
浩
一
路
の
全
貌
」 

10
／
21
〜
11
／
26
 

県
立
文
学
館 

■
企
画
展 

　「
正
岡
子
規
と
そ
の
時
代
」 

９
／
23
〜
11
／
23
 

考
古
博
物
館 

■
第
24
回
特
別
展 

　「
甲
府
盆
地
か
ら
見
た
ヤ
マ
ト
　 

ー
甲
斐
銚
子
塚
古
墳
出
現
の
背
景
ー
」 

　
10
／
７
〜
11
／
26
 

主な行事予定 

「声かけ　あいさつ」みんなで実践!!
◆教育に関する疑問、質問等がありましたらお気軽に E-mail 又はFAXして下さい。 

　アドレス：kyouikusom@pref.yamanashi.lg.jp　FAX：055－223－1744 

◆教育やまなしのバックナンバーがインターネットでご覧いただけます。 

　ＵＲＬ：http://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/kyouiku/46150769857.html 

 

表紙を飾る 

山
梨
県
立
ろ
う
学
校 

　
　
　
小
学
部
１
年 

　
　
　
渡
邊
　
大
士 

作品タイトル 

「かものあかちゃん」 

＜作品の紹介＞ 
　「カモの赤ちゃんかわいいね！」
と、とてもよく見てかきました。
最初は、ちょっと怖くて触ること
もできなかったけれど、すぐに抱
っこもできるようになりました。
ふわふわした小さな羽や胸の黄色
い羽の様子など、発見したことを
友だちと話しながら楽しくかきま
した。 

指導者　村松英子 

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財 

　 

下
市
之
瀬
の
獅
子
舞 

　
　（
平
成
十
八
年
四
月
二
十
七
日
指
定
） 

 

　
南
ア
ル
プ
ス
市
（
旧
櫛
形
町
）
下
市
之
瀬

の
獅
子
舞
は
、
「
梅
川
忠
兵
衛
」
と
「
八
百

屋
お
七
」
と
い
う
二
種
の
獅
子
狂
言
（
獅
子

芝
居
）
を
高
い
芸
の
レ
ベ
ル
で
保
持
し
て
伝
承
し

て
い
る
点
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
獅
子
舞
は
、
小
正
月
行
事
の

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
道
祖
神
や
神

仏
に
奉
納
す
る
獅
子
舞
、
結
婚
・
新
築
な
ど

の
祝
い
事
の
あ
っ
た
家
や
厄
年
の
人
の
家
で
の
獅
子

舞
、
成
人
祝
い
を
兼
ね
た
娯
楽
的
な
要
素
を

加
味
し
た
獅
子
狂
言
の
三
種
類
に
分
け
ら
れ
、

民
俗
的
な
特
色
が
み
ら
れ
ま
す
。 

　
安
政
三
年
（
一
八
五
六
年
）
の
文
書
に
よ

り
、
江
戸
時
代
か
ら
若
者
た
ち
が
獅
子
舞
を
担

っ
て
い
た
こ
と
が
解
っ
て
お
り
、
明
治
時
代
に
は
、「
祝

祭
世
話
係
」「
永
盟
社
」
と
い
う
若
者
組
織
に

よ
り
引
き
継
が
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
小
正
月
行
事
の
一
環
と
し
て
舞
わ
れ
て
き
た

こ
と
、
ム
ラ
の
芸
能
と
し
て
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
山
梨
県
国
中
地
域
の
獅
子
舞
の
特
色

を
良
く
表
し
た
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
今
後
も

円
滑
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 

山梨の文化財 教
育
や
ま
な
し
（
二
一
六
号
）
平
成
十
八
年
九
月
十
日
　
発
行
／
山
梨
県
教
育
委
員
会
　
編
集
／
教
育
庁
総
務
課
　
〒
四
〇
〇
ー
八
五
〇
四
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
電
話
〇
五
五
（
二
二
三
）
一
七
五
〇 

下市之瀬の獅子舞 


